Helicobacter pylori陽性の萎縮性胃炎進展に及ぼす食生活の影響 : 東北地方でのcross-sectional study by 町田, 愛
氏     名 町 田   愛 
学 位 の 種 類        博   士（医  学） 
学 位 記 番 号        第4505号 
学位授与年月日  平成16年3月25日 
学位授与の要件  学位規則第4条第1項該当者 
学 位 論 文 名        Food/Nutrient Intake and Risk of Atrophic Gastritis among the Helicobacter  
pylori-Infected Population of Northeastern Japan 
（Helicobacter pylori 陽性の萎縮性胃炎進展に及ぼす食生活の影響 
―東北地方での cross-sectional study） 
論文審査委員        主 査 教 授 荒 川 哲 男   副主査 教 授 平 川 弘 聖 
副主査 教 授 廣 田 良 夫 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】胃がんの発生母地である萎縮性胃炎進展の最も重要な危険因子はHelicobacter pylori（Hp）感染であ
る。しかしながら個人又は地方により萎縮性胃炎の進展程度や胃がんの発生率は異なる。つまり胃炎の進展には
宿主要因や環境要因が大きく影響していると考えられる。そこで本研究では環境因子特に食生活と萎縮性胃炎進
展との関係についてHp感染者を対象に横断研究を行った。 
【方法】対象は1990年に秋田県雄Ｏ町に在住する40－59歳の男女3399人で、JPHC study（厚生労働省多目的
コホート研究）コホートⅠ参加者の一部である。1995年に5年後調査として138項目の食品よりなる自記式質問
票より食生活のアンケート調査を行い、さらに同年、住民健診で血液検体が得られた人のうちHp抗体陽性者1071
人（男性362人、女性709人）を解析対象者とし、logistic回帰分析を用いオッズ比（OR）及び95％信頼区間
（95％CI）を求めた。 
【結果】対象者のうち663人（男性223人、女性440人）が血清学的に萎縮性胃炎と診断された。萎縮性胃炎の
ある人の平均年齢は、ない人に比し有意に高かった。女性では米（OR＝1.6，95％CI：1.1-2.3）、魚卵（OR＝1.5，
95％CI：1.0-2.2）、イカ（OR＝1.5，95％CI：1.0－2.3）は摂取量が多くなるほど、萎縮性胃炎のリスクは統計
学的に有意に上昇していた。男性では、米（OR＝1.6，95％CI：0.9-2.9）と味噌汁（OR＝1.6，95％CI：0.9-2.8）
の摂取量が多いほど萎縮性胃炎のリスクが上昇する傾向があった。野菜、果物と萎縮性胃炎との関連は男女とも
認められなかった。 
【結論】Hp感染後の萎縮性胃炎の進展には、米、味噌汁、魚卵などであらわされる日本食傾向という食習慣が影
響している可能性が示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 胃癌の発生母地である萎縮性胃炎進展の最も重要な危険因子はHelicobacter pylori（Hp）感染である。しか
しながら個人または地方により萎縮性胃炎の進展程度や胃癌の発生率は異なる。つまり胃炎の進展には宿主要因
や環境要因が大きく影響していると考えられる。そこで本研究では環境因子特に食生活と萎縮性胃炎進展との関
係についてHp感染者を対象に横断研究を行った。 
対象は1990年に秋田県雄物川町に在住する40－59歳の男女3399人で、JPHCstudy（厚生労働省多目的
コホート研究）コホートⅠ参加者の一部を対象にしたものである。1995年に5年後調査として138項目の食品よ
りなる自記式質問票より食生活のアンケート調査を行い、さらに同年、住民健診で血液検体が得られた人のうち
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Hp抗体陽性者1071人（男性362人、女性709人）を解析対象者とし、logistic回帰分析を用いオッズ比（OR）
及び95％信頼区間（95％CI）を求めた。萎縮性胃炎の診断は、血清ペプシノーゲン（PG）値およびPGI／II比で
行った。 
その結果、対象者のうち663人（男性223人、女性440人）が血清学的に萎縮性胃炎と診断された。萎縮性胃
炎のある人の平均年齢は、ない人に比し有意に高かった。女性では米（OR＝1.6，95％CI：1.1-2.3）、魚卵（OR
＝1.5，95％CI：1.0-2.2）、イカ（OR＝1.5，95％CI：1.0－2.3）の摂取量が萎縮性胃炎と有意な正の関連を示し
た。男性では、米（OR＝1.6，95％CI：0.9－2.9）と味噌汁（OR＝1.6，95％CI：0.9－2.8）の摂取量が萎縮性
胃炎と正の関連の傾向を示した。野菜、果物と萎縮性胃炎との関連は男女とも認められなかった。 
以上より、Hp感染者における萎縮性胃炎には、米、味噌汁、魚卵などであらわされる日本食傾向という
食習慣が関連している可能性が示唆された。 
この成績は、胃癌の発生母地である萎縮性胃炎における食餌性因子の関与を示唆したものであり、その
予防において有力な手がかりを示すとともに、萎縮性胃炎進展に影響する因子の解析に重要な示唆を与え
るものであり、著者は博士（医学）の称号を授与されるに値するものと判定した。 
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